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六
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一
二
〇
班 

約
二
十
年
程
前
、
諏
訪
社
と
自
治
会
と
協

議
に
よ
り
、
諏
訪
社
大
祭
に
併
せ
「
姥
ケ
山

祭
り
」
と
し
て
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
行
う

に
あ
た
り
諏
訪
社
、
自
治
会
そ
れ
ぞ
れ
の
役

員
が
一
緒
に
な
っ
た
「
姥
ヶ
山
祭
り
実
行
委

員
会
」を
立
ち
上
げ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

姥
ヶ
山
祭
り
は
八
月
二
十
六
日
の
宵
宮
で

は
「
宮
の
ぼ
り
」
「
神
事
」
に
続
い
て
「
盆
踊
り

大
会
」
二
十
七
日
の
大
祭
で
は
「
宮
の
ぼ
り
」

「
子
ど
も
神
輿
」
「
神
事
」
そ
し
て
太
々
神
楽

が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

ち
な
み
に
、
諏
訪
社
大
祭
で
は
、
神
社
の

来
賓
と
し
て
弁
天
橋
自
治
会
、
弁
天
橋
中

央
自
治
会
、
京
王
自
治
会
，
高
志
二
丁
目

自
治
会
、
美
の
里
自
治
会
、
姥
ヶ
山
自
治

会
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
長
と
姥
ヶ
山
三
丁
目
代

表
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
は

開
発
時
の
地
番
が
姥
ヶ
山
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
地
域
の
氏
神
様
と
し
て
今
で
も
諏
訪
社

と
縁
が
あ
る
と
の
事
で
す
。
郷
愁
あ
ふ
れ
地

域
の
氏
神
様
の
境
内
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
と

交
流
を
図
り
、
祭
り
を
楽
し
む
事
は
姥
ヶ
山

祭
り
の
大
き
な
特
長
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
し
て
、
今
年
の
姥
ヶ
山
祭
り
は
、
近
い
日

に
諏
訪
社
三
役
と
自
治
会
四
役
で
相
談

し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
執
行
役
員
会
で
話

し
合
い
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
会
報
が
発
行
す
る
頃
に
は
、
決
定
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

       

総 

会 
を 
終 

え 

て 
  

自
治
会
長 

阿
部
博
一 

  

四
月
二
十
四
日
の
自
治
会
総
会
に
お
い

て
、
今
年
度
は
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
会
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
新
役
員
の
皆
さ
ん
と
共

に
「
安
心
で
穏
や
か
に
毎
日
が
暮
ら
せ
る
地

域
」
を
目
指
し
自
治
会
活
動
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

さ
て
、
令
和
三
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
は

総
会
で
も
報
告
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
予
防
の
観
点
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
自

治
会
行
事
は
中
止
や
規
模
を
小
さ
く
し
て

行
う
等
変
更
し
て
行
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

で
も
主
な
活
動
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

予
定
さ
れ
て
い
た
行
事
は
、
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
始
め
と
し
て
、
自
治
会
報
の
発
行
や
、

一
斉
下
水
清
掃
、
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
、
防

災
研
修
、
自
宅
で
「
寄
せ
植
え
」な
ど
の
行
事

を
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
を
行
っ
た
上
で

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
央
区
長
陳
情
は

執
行
部
役
員
会
で
と
り
ま
と
め
、
伊
藤
健

太
郎
市
議
会
議
員
に
お
付
き
合
い
い
た
だ

き
、
中
央
区
長
、
建
設
課
長
に
お
願
い
を
し

て
き
ま
し
た
。
他
に
も
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
お

祝
い
会
や
二
年
ぶ
り
に
「
さ
い
の
神
」
を
行
う

等
様
々
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

【
姥
ヶ
山
祭
り
】に
つ
い
て 

 

二
年
続
け
て
中
止
と
な
っ
た
姥
ヶ
山
祭
り

に
つ
い
て
は
、
現
時
点(

六
月
五
日)

で
何
も

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

姥
ヶ
山
祭
り
が
現
在
の
形
に
な
っ
た
の
は 

総務部 950 

生活安全部 50 

文化育成部

290 

環境部 1,000 

衛生部 290 

女性部 100 

会館管理 550 

団体負担金

900 

執行部 1,758 
プロジェクト

450 

予備費 65 

ﾌﾞﾛｯｸ活動費

2,338 

防災会 100 

会館積立

1,200 
繰越金 942 

自治会費

6,320 

補助金 900 

貸館料 180 

事務委託料

1,700 

令和４年度予算

予 算 総 額
１０,０４１,８７２円

（ｸﾞﾗﾌ内金額単位：千円）
※詳細は総会予算書を参照

収入 支出

会計監査

高橋ひろみ 副会長 松原益雄

吉岡冨三雄 桜井吉衛 吉岡昭彦

         阿部博一
(会長が委嘱）

顧　　問

土屋信雄

         阿部　毅

管 理 部 女 性 部 衛 生 部 環 境 部 生活安全部 文化育成部 総 務 部 １ 丁 目 ３ 丁 目 ４ 丁 目 ５ 丁 目 ６ 丁 目

桜井士生子 高橋紀子 小熊由紀夫 本間康夫 清野庄一 古川　博

太田美樹 堀内文雄 笠原裕一 種岡誠司 石井光平 臼木明子 高橋孝之 山田文栄 阿部俊朗

内山毅重 高橋隆夫 浅井廣己 高嶋千明 高橋　修 中野秀雄

３丁目 大野冨美 宇野靖幸 高松裕子 五十嵐よしみ 大野　俊

風間省一
山本吉人

番場幸子

１丁目 川上淳子 増子修平 浅井克己 島津佐千子 石井光平 佐藤　究 坂井則子

大沢宣夫
小林俊昭

近藤平一

桑原英治

戸枝正人

佐藤　馨

小熊由紀夫

相川直樹

神田和幸

西　陽子

渡辺弘子

広川和夫 阿部俊朗 笠木友枝 金田　稔

６丁目 金子よい子 風間禧男 高山克朗 種岡誠司 後藤和夫

山崎一正

臼木　敏

５丁目 渡邊由紀子 遠山正則 渡辺淳一 白川奈津子 菅沼美弥子 岩井真琴

４丁目 太田美樹 堀内文雄 笠原裕一 吉岡和弘 小竹一暢

自主防災会職務分担 避難誘導部 　※ブロック長・副ブロック長

臼木明子

給食給水部 避難所運営部 消 火 部 総 務 部 救出救護部 情 報 部

ブ
ロ
ッ
ク
長

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

会

計

会
計
監
査

部

長

副
部
長

会 長

会 計

子ども神輿 


